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voice

小
堀
勝
さ
ん
は
、
２
０
１
９
年
に
中

途
社
員
と
し
て
有
限
会
社
吉
田
工
業
に

入
社
し
ま
し
た
。
現
在
は
現
場
で
の
業

務
の
他
、
社
内
報
制
作
や
社
内
講
習
会

の
講
師
な
ど
を
担
当
し
幅
広
く
活
躍
し

て
い
ま
す
。
仕
事
を
す
る
上
で
心
が
け

て
い
る
こ
と
や
、
や
り
が
い
を
感
じ
る

瞬
間
、
後
輩
社
員
へ
期
待
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
歴
や
、 

吉
田
工
業
に 

入
社
し
た
き
っ
か
け
を 

教
え
て
く
だ
さ
い
。

前
職
は
、
復
興
支
援
に
関
連
す
る
業

務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

吉
田
工
業
の
社
員
の
方
と
知
り
合
い
、

「
一
緒
に
仕
事
を
し
な
い
か
」と
誘
っ
て

も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
、
決
め
手
に
な
っ
た
の

は
吉
田
代
表
取
締
役
の
人
柄
で
す
。
採

用
面
接
の
際
、
と
て
も
気
さ
く
に
接
し

て
く
れ
て
「
こ
の
人
の
下
な
ら
、
安
心

し
て
働
け
そ
う
だ
」
と
思
い
入
社
を
決

断
し
た
の
で
す
。

現
在
は
、
勿
来
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
パ
ワ
ー
と

い
う
発
電
所
で
使
用
す
る
部
品
の
予
備

品
を
、
倉
庫
で
管
理
す
る
作
業
を
主
に

担
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
や
り
が
い
を 

感
じ
る
瞬
間
に
つ
い
て
、 

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
担
当
し
て
い
る
業
務
は
、
見
積

も
り
か
ら
契
約
ま
で
を
一
貫
し
て
任
さ

れ
て
い
る
た
め
、
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
ね
。
責
任
が
重
く
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
る
と
き
も
あ
り
ま
す

が
、
成
果
が
出
た
際
に
は
大
き
な
達
成

感
が
得
ら
れ
、「
次
も
頑
張
ろ
う
」
と
原

動
力
に
な
り
ま
す
。

吉
田
工
業
に
入
社
す
る
前
は
、
営
業

の
仕
事
に
携
わ
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
日
々
勉
強
を
重
ね
な
が

ら
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

働
く
上
で
大
切
に
し
て 

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

１
点
目
は
、
疑
問
点
を
し
っ
か
り
確

認
す
る
こ
と
。
良
く
わ
か
ら
な
か
っ
た

り
不
安
が
残
っ
た
り
し
て
い
る
状
態
で

は
、
作
業
を
進
め
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
と
く
に
現
在
の
業
務
は
、
上
司

か
ら
指
示
を
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、

自
身
の
裁
量
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

た
め
、
物
事
を
慎
重
に
見
極
め
て
遂
行

す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
文
書
に
残
す
こ
と
。
電

話
で
仕
事
の
打
ち
合
わ
せ
や
確
認
を
す

る
こ
と
が
、
頻
繁
に
あ
り
ま
す
。
記
憶

だ
け
を
頼
り
に
す
る
の
は
曖
昧
に
な
り

ま
す
し
、
後
か
ら
確
認
す
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
明
文
化
し
た
後
、
認
識
の

齟
齬
が
な
い
よ
う
双
方
で
し
っ
か
り
と

摺
り
合
わ
せ
を
し
ま
す
。
業
務
範
囲
や

責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

趣
味
や 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
を 

教
え
て
く
だ
さ
い
。

趣
味
は
、
釣
り
と
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。

釣
り
は
、
主
に
海
釣
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
青
魚
や
ヒ
ラ
メ
を
狙
っ
て
い
ま

す
が
、な
か
な
か
釣
れ
ま
せ
ん
ね
。「
ど

う
釣
る
か
」
を
考
え
る
の
も
楽
し
さ
の

一
つ
。
今
後
も
気
長
に
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
は
、
友
人

と
一
緒
に
大
き
な
声
で
歌
っ
て
日
頃
の

ス
ト
レ
ス
を
発
散
。
い
ず
れ
も
仕
事
の

活
力
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て 

伺
い
ま
す
。

現
在
、
社
内
で
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を

計
画
中
で
す
。
以
前
も
一
度
開
催
し
ま

し
た
が
、
今
後
は
定
例
化
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
社
員
の
皆
さ
ん
の
中
に

は
、
パ
ソ
コ
ン
に
苦
手
意
識
が
あ
っ
た

り
、
触
れ
る
機
会
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

り
す
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
講
習
会

で
は
、
レ
ベ
ル
別
に
わ
け
て
丁
寧
に
説

明
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
世
の
中
は
一
層
Ｉ
Ｔ
化

が
進
み
、
パ
ソ
コ
ン
が
な
く
て
は
生
活

に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
。
最
初
は
興
味

が
な
く
て
も
、
取
り
組
ん
で
み
た
ら
意

外
と
面
白
い
と
感
じ
る
は
ず
で
す
。

加
え
て
、
原
価
管
理
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
持
続
的

な
利
益
を
生
み
出
す
た
め
に
、
適
正
な

コ
ス
ト
管
理
を
し
て
収
益
ア
ッ
プ
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

吉
田
工
業
は
、
業
績
を
上
げ
た
ら
上

げ
た
だ
け
、
社
員
に
還
元
し
て
く
れ
る

会
社
。
個
人
の
頑
張
り
を
認
め
て
く
れ

ま
す
。
若
手
社
員
の
皆
さ
ん
は
、
積
極

的
に
新
し
い
こ
と
を
学
ん
で
仕
事
の
幅

を
広
げ
て
ほ
し
い
。
私
が
制
作
し
て
い

る
社
内
報
に
は
、
有
益
な
情
報
が
た
く

さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
社
内

報
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
の
社
員
が
登

場
し
て
い
ま
す
。
普
段
接
す
る
機
会
が

少
な
い
社
員
同
士
が
、
誌
面
を
通
し
て

知
り
合
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
後
輩
社
員
が
仕
事
の
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
、温
か
い
眼

差
し
で
語
っ
た
小
堀
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
後
輩
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
つ
つ
、

吉
田
工
業
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
く

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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仕事の心得
シ ゴ ト ノ コ コ ロ エ基本が

大事！

今回は、社会人の基本とも言われる｢報連相｣について紹介します！
「報連相」という言葉は、1982 年山種証券社長の山崎富治氏がひらめき、広めたのが始まりです。

当時は｢報告・連絡・相談が出来る風通しの良い職場環境を作ろう｣と言うものでしたが、現代では、
「集団としてのパフォーマンスを向上させるために報連相をしよう」という捉え方になってきています。

まずは、「報告」「連絡」「相談」を知ることから始めてみましょう。

正しい報連相を身につけることは自己の成長に直結します。スキルアップした自分に自信をもって仕事に取り組むことで、
毎日が充実してきます。まずは周りの人とのコミュニケーションを大切に、小さなことからチャレンジしてみましょう。

｢報連相｣はただ行えばよいわけではありません。
やり方ひとつで、仕事の出来る／出来ないが判断されてしまう場合もあります。
上手に｢報連相｣を行うために、以下の 3 つのポイントをしっかり押さえましょう。

報 告
関係者に対して、進捗状況や結果を報告することです。
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１ 仕事の効率が
UPする ２ 仕事を任される

ようになる ３ 仕事にやりがいが
生まれる



社長の思いを社員の皆さんへ伝えるこの企画。今回は、会社の利益を出すために
大事なことについてお話ししていただきました。さらに、業務効率アップのコツを
社長直々に伝授！ぜひご一読ください！
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どのように人件費を抑えることができるかは、職人の腕
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名でできるという自信があれば、どんどんコストダウンが

できるのです。

社長通信
vol.

3～会社の利益を考える～
代表取締役
社長 吉田 忠克

よし  だ ただかつ

社 員 の 皆 さ ん へ メ ッ セ ー ジ



自分の成長を自分
で感じるのは難しい

もの。ただ、成長を
見守ってくれている

人が

きっと皆さんの近く
にいるはずです。今

回は上司から部下
へ、愛のこもった通

信簿をお届け。

今までの成長ぶりや
これから期待するこ

となど、たっぷり語
っていただきました

。

上司からの通信簿＼若手の成長を見守る！／

木村さんへのメッセージ

木村さんとの関係性
上司と部下の関係です。木村さんは入社当初は工事部
に配属されていましたが、2020年頃から各部署を総合
的に統括する統括部長として活躍してくれています。

木村さんの成長を感じるところ
コミュニケーション力を生かして
頼りになるパイプ役に
もともと工事部を完璧にまとめてくれていた木村さん。
その統率力をより広範囲で生かしてもらおうと統括部長
をお願いしました。その結果、持ち前のコミュニケーショ
ンスキルを惜しみなく発揮してくれ、これまで以上に各
部署の連携が取りやすくなって助かっています。普段か
ら部下の意見をしっかり拾い上げ、パイプ役として伝え
てくれており、木村さんが統括部長になってから繋がり
がより強固になったと感じています。

今後、木村さんに期待しているところ
今のままの姿勢を
貫き通していってほしい
木村さんはすでに素晴らしい働きをしてくれているた
め、今やっていることをそのまま貫き続けてほしいと思
います。仕事をしていれば良いことも悪いこともあるで
しょう。特に木村さんは採用のトップでもあるため、嫌な
ことも相当経験するはずです。もしメンタル面で少しで
も辛くなった場合には、言いづらいかもしれませんが誰
かに打ち明けてください。私もいつでも話を聞く準備は
できています。お互い、良い面、悪い面をそれぞれ受け
止めながら、解決策を考えていきましょう。

木村さんのすごいところ
部下の意見を吸い上げ、
会社全体を考えた意見を提案
工事部時代には部署内の問題解決に終始していました
が、統括部長になったことで、会社全体を考える姿勢で
意見を伝えてくれるようになりました。また、工事面では
自身の経験を作業員に教えることもでき、業者とのコミュ
ニケーションにも長けています。統括部長になったこと
で、より一層能力が発揮できるようになり、彼の部下たち
の目標になれる人間になっていると思います。

石河さんへのメッセージ

石河さんとの関係性
石河さんは15年ほど前に入社。入社以来建設部で活躍
し、現在は部長です。私にとって一番信頼している部下
にあたります。

石河さんの成長を感じるところ
無口なタイプから一転！
現在は部下の育成に尽力
入社した当時は無口で、あまりコミュニケーションが得
意ではないタイプでした。しかし、役職が上がるたびに
責任感が芽生え、コミュニケーションを積極的に取るよ
うに。部下の育成ができるようになりました。初期に比べ
るとすごい成長ぶりだと感じます。また、ほぼ未経験の状
態で入ってきたのですが、どのような仕事でも真面目に
取り組み、今では様々な仕事をこなせる非常に頼もしい
存在になっています。

今後、石河さんに期待しているところ
厳しさの中に優しさを！
アメとムチの使い分け
厳しさの中にもう少し優しさを持てば、より部下が育つよ
うになると思います。今は少しムチが多め。アメとムチを
使い分け、もう少しアメを増やすと良いかもしれません

（笑）石河さんはすごいスピードで昇進をしてきました
が、今の真面目な姿勢を貫けばさらに役職が上がると思
います。今のままで十分。このまま活躍し続けてくれるこ
とを期待しています。

石河さんのすごいところ
楽をすることを知らない！
難しい現場に率先して挑む姿勢
とにかく真面目で仕事に対して一切妥協をしません。嘘
もつかず、仕事も絶対に休みません。休みが好きではな
いようで、休みがあると「仕事ないですか？」と聞いてくる
ような人です。向上心も強く、人より仕事がしたい、難し
い現場に行きたいと、大きな現場を率先して担当。この
ように「楽をしたいという考えがない」というところを尊
敬しています。自分に厳しく人にも厳しいですが、誰より
も仕事をするため、部下も信頼して石河さんに必死に食
らいついているのだと思います。木村 博幸さん

き       むら       ひろ   ゆき

TO

石河 達彦さん
いし    かわ      たつ   ひこ

TO

秋山 正弘さん
あき   やま      まさ    ひろ
取締役専務
FROM 木村 博幸さん

き      むら       ひろ   ゆき
統括部長
FROM
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